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はじめに
• 東⽇本⼤震災から7年が経過して、復興⼯事も形が⾒える
ようになってきた

• ⼈々の復興のプロセスは多様
• ⾃⽴再建、仮設から復興公営、仮設から⾃⽴再建

• ⻑期的な被災者⽀援活動の役割

• 過去を振り返り、現在どのような暮らしをしているのか、
⼼の健康状態はどうなっているのか︖

• @リアスの⽀援連絡員、社会福祉協議会による⽣活⽀援相
談員の活動の評価



調査概要
• 調査時期

• 2018年3⽉
• 調査⽅法

• 仮設住宅、復興公営住宅、⾒なし仮設
• ⽀援連絡員(@リアス)および⽣活⽀援相談員(社協)による訪問
配布、留め置き回収または郵送回収

• 被害なし、⾃⽴再建
• 地域を被災状況に応じて層化した上でポスティングによる訪
問配布、郵送回収

• 回収数1215名 回収率 約25%
• 調査項⽬

• 個⼈属性、困ったこと、コミュニケーション、現在の⽣
活意識、こころの健康(K6の改訂版)など



現在の住居(配布⽅法とのクロス表)

応急仮設
住宅

みなし仮
設住宅

復興公営
住宅

賃貸住宅
(⾃⼰負担)

持ち家
(⼀⼾建て)

持ち家
(集合住宅) その他 合計

仮設
復興公営 147 23 416 5 5 1 1 598

ポスティ
ング 8 14 19 44 488 11 15 599

合計 155 37 435 49 493 12 16 1197
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326

323

279

0% 20% 40% 60% 80% 100%

仮設・復興公営(n=602)

ポスティング(n=613)

男性 ⼥性 無回答

対象者の基本属性（性別、年齢）

平均年齢 66.12歳(SD=13.27)

平均年齢 67.97歳(SD=13.51)

60歳以上の者が7割以上



住まいの変化

持ち家
⼀⼾建て
960名

⺠間賃貸
119名

公営住宅
59名
持ち家

(集合住宅)
18名
その他
16名

持ち家
(⼀⼾建て)
321名

応急仮設
568名

みなし仮設
159名

親類37名

その他37名

321名

463名

123名
60名

28名31名

持ち家
(⼀⼾建て)
477名

復興公営
431名

327名

86名

応急仮設
145名

145名

75名

みなし仮設
37名
⺠間賃貸
48名

46名

30名

震災前 震災後 現在

321名



復興過程の5グループ
①⾃宅のまま(被害あり)グループ

②⾃宅損壊→仮設 → 持ち家再建

③⾃宅損壊→仮設 → 復興公営

④⾃宅損壊→仮設 将来⾃宅再建

⑤⾃宅のまま(被害なし)

197名

144名

415名

118名

平均年齢66.8歳 SD=11.81

平均年齢66.7歳 SD=12.74

平均年齢68.9歳 SD=13.46

平均年齢64.6歳 SD=13.73

107名
平均年齢67.6歳 SD=13.03



⾃宅の被害状況

全壊・
流出

⼤規模
半壊 半壊 ⼀部

損壊 被害なし その他

⾃宅のまま 15 20 25 132 107 2 301

持ち家再建 120 18 4 1 1 0 144

復興公営 369 26 8 8 2 0 413

将来持ち家
再建 111 3 2 0 1 0 117

615 67 39 141 111 2 975

① ⑤

②
③

④



復興タイプと年代
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134

61

41
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31

35

271

64

49

122

31

28

294

24

17

102

16

21

180

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⾃宅のまま(n=197)

持ち家再建(n=142)

復興公営(n=414)

将来持ち家再建(n=117)

被害なし(n=107)

合計(n=977)

20代以下 30代 40代 50代 60代 70代 80歳以上

復興公営の⽅は、⾼齢者が
多く、将来持ち家再建の⽅
は、相対的には若い。



復興タイプと性別

111

79

170

72

60

492

86

65

245

45

47

488

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⾃宅のまま(n=197)

持ち家再建(n=144)

復興公営(n=415)

将来持ち家再建(n=117)

被害なし(n=107)

合計(n=980)

男性 ⼥性

復興公営の⽅に、⼥性が多
く、将来持ち家再建の⽅
に、男性が多い。



復興タイプと職業

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⾃宅のまま(n=191)
持ち家再建(n=141)
復興公営(n=401)

将来持ち家再建(n=117)
被害なし(n=104)

合計(n=954)

正社員 契約社員
パート・アルバイト 派遣社員
⾃営業・フリーランス 家族従業者
仕事はしていないが求職中 仕事をしておらず求職もしていない
その他

復興公営の⽅に、年⾦⽣活
者が多く、将来持ち家再建
の⽅に有職者が多い。



復興タイプと世帯年収
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36

28

398

69

50
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46
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36

28

13

21

10

108

20

18

6

9

10

63

7

8

2

3

6

26

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

⾃宅のまま(n=192)

持ち家再建(n=140)

復興公営(n=386)

将来持ち家再建(n=115)

被害なし(n=101)

合計(n=934)

200万円未満 200万から400万円未満 400万から600万円未満
600万から1000万円未満 1000万円以上

復興公営の⽅は、200万未満が60%以
上。400万未満がほとんど。



復興タイプと同居家族
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22

174

31

15

277

80

50

189

42

50

411

36

32

39

24

21

152

21

24

10

15

9

79

25

16

1

5

12

32

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⾃宅のまま(n=197)

持ち家再建(n=144)

復興公営(n=413)

将来持ち家再建(n=117)

被害なし(n=107)

合計(n=978)

1⼈ 2⼈ 3⼈ 4⼈ 5⼈

復興公営の⽅は、独居または
⼆⼈暮らしがほとんど。



こころの健康(K6改訂版)
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96

38

38

288

65

44

122

28

37

296

21

17

48

21

11

118

34

20

76

22

5

157

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⾃宅のまま(n=182)

持ち家再建(n=135)

復興公営(n=342)

将来持ち家再建(n=109)

被害なし(n=91)

全体(n=859)

0-4点(健常) 5-9点(ストレス相当) 10-12点(やや重い) 13点以上(重い)

被害なしに⽐べると、それ以外の⽅はやや重い症状を抱えた
まま。復興公営と将来持ち家(仮設)の⽅があまりよくない。



現在の困りごと
(住居のこと)
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24
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21

4

13

10

58

54

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⾃宅のまま

持ち家再建

復興公営

将来持ち家再建

被害なし

あてはまらない ややあてはまらない ややあてはまる あてはまる

将来持ち家を再建したいと
考えてる⼈は住居のことで
困っている。



現在の困りごと
(被災者同⼠のトラブル)
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

⾃宅のまま

持ち家再建

復興公営

将来持ち家再建

被害なし

あてはまらない ややあてはまらない ややあてはまる あてはまる



現在の困りごと
(⾃分の健康のこと)
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39
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42

35

53

48
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44

18

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⾃宅のまま

持ち家再建

復興公営

将来持ち家再建

被害なし

あてはまらない ややあてはまらない ややあてはまる あてはまる

復興公営の⽅が健康につい
て困っている⼈が多い。
被災した⽅は全体的に健康
について困ってる。



現在の困りごと
(将来の⽣活のこと)
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27
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43
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19

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⾃宅のまま

持ち家再建

復興公営

将来持ち家再建

被害なし

あてはまらない ややあてはまらない ややあてはまる あてはまる

将来持ち家を再建したい、
復興公営は、将来の⽣活に
困っている⽅が多い。



5タイプのレーダーチャート
被害なしとの⽐較

-4
-3
-2
-1
0
1
2
年齢

世帯年収

同居家族

⼼の健康

住居のこと

被災者同⼠のトラブル

健康のこと

将来のこと

⾃宅のまま 持ち家再建 復興公営 将来持ち家再建 被害なし



復興5タイプの特徴
① ⾃宅(被害あり)
② 持ち家再建

• この⼆つのグループは似ている状況、家はなんとか
なったが、被害なしよりは⼼の健康度がやや低い

③ 復興公営
• ⾼齢化、⼥性の独居、低収⼊、将来の⽣活に不安が
⾼い

④ 将来⾃宅再建
• 年齢が相対的には若く、将来の住まいに不安を持っ
ている

⑤ 被害なし



⽀援者とのコミュニケーション
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38
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

⾃宅のまま

持ち家再建

復興公営

将来持ち家再建

被害なし

⽀援連絡員（@リアス）

会話していない どちらともいえない 会話している

復興公営や将来持ち家再建（仮設住宅）の⼈々は、
@リアスと会話をしている。



⽀援者とのコミュニケーション
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

⾃宅のまま

持ち家再建

復興公営

将来持ち家再建

被害なし

⽣活⽀援相談員（社協）

会話していない どちらともいえない 会話している

復興公営や将来持ち家再建（仮設住宅）の⼈々は、
⽣活⽀援相談員と会話をしている。



⽀援者とのコミュニケーション
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

⾃宅のまま

持ち家再建

復興公営

将来持ち家再建

被害なし

市の職員

会話していない どちらともいえない 会話している

復興公営の⼈々は、
市職員と会話をしている。



⽀援者への相談
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

⾃宅のまま

持ち家再建

復興公営

将来持ち家再建

被害なし

⽀援連絡員（@リアス）

相談していない どちらでもない 相談している

復興公営や将来持ち家再建
（仮設住宅）の⼀部の⼈々
は、@リアスに相談してい
る。



⽀援者への相談
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

⾃宅のまま

持ち家再建

復興公営

将来持ち家再建

被害なし

⽣活⽀援相談員（社協）

相談していない どちらでもない 相談している

復興公営や将来持ち家再建
（仮設住宅）の⼀部の⼈々
は、⽣活⽀援相談員に相談
している。



⽀援者への相談
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

⾃宅のまま

持ち家再建

復興公営

将来持ち家再建

被害なし

市の職員

相談していない どちらでもない 相談している



⽀援連絡員(@リアス)への相談経験
復興公営

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

問5-1住居に関すること

問5-2⾝体、⼼の健康に関すること

問5-3就労に関すること

問5-4経済的な問題に関すること

問5-5⼦育て・教育（学校・進学）に関すること

問5-6⽇常⽣活に必要な情報に関すること

問5-7近隣住⺠との交流に関すること

問5-8安否確認や訪問⽀援について

問5-9被災者の交流やイベントへの参加に関すること

問5-10⾏政等への要望に関すること

相談したことはない 適切でなかった どちらともいえない 適切だった

個別のことについては相談していない⼈が多い。交流や
イベントに関する相談経験が最も多い。



⽀援連絡員(@リアス)への相談経験(抜粋)
復興公営

70% 75% 80% 85% 90% 95% 100%

問5-1住居に関すること

問5-2⾝体、⼼の健康に関すること

問5-3就労に関すること

問5-4経済的な問題に関すること

問5-5⼦育て・教育（学校・進学）に関すること

問5-6⽇常⽣活に必要な情報に関すること

問5-7近隣住⺠との交流に関すること

問5-8安否確認や訪問⽀援について

問5-9被災者の交流やイベントへの参加に関すること

問5-10⾏政等への要望に関すること

相談したことはない 適切でなかった どちらともいえない 適切だった

相談については、「適切だった」「どちらと
もいえない」という評価が多い



⽣活⽀援相談員への相談経験
復興公営

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

問5-1住居に関すること

問5-2⾝体、⼼の健康に関すること

問5-3就労に関すること

問5-4経済的な問題に関すること

問5-5⼦育て・教育（学校・進学）に関すること

問5-6⽇常⽣活に必要な情報に関すること

問5-7近隣住⺠との交流に関すること

問5-8安否確認や訪問⽀援について

問5-9被災者の交流やイベントへの参加に関すること

問5-10⾏政等への要望に関すること

相談したことはない 適切でなかった どちらともいえない 適切だった

個別のことについては相談していない⼈が多い。交
流やイベントに関する相談経験が最も多い。



⽣活⽀援相談員への相談経験(抜粋)
復興公営

70% 75% 80% 85% 90% 95% 100%

問5-1住居に関すること

問5-2⾝体、⼼の健康に関すること

問5-3就労に関すること

問5-4経済的な問題に関すること

問5-5⼦育て・教育（学校・進学）に関すること

問5-6⽇常⽣活に必要な情報に関すること

問5-7近隣住⺠との交流に関すること

問5-8安否確認や訪問⽀援について

問5-9被災者の交流やイベントへの参加に関すること

問5-10⾏政等への要望に関すること

相談したことはない 適切でなかった どちらともいえない 適切だった

相談については、「適切だった」「どちらともいえ
ない」という評価が多い



@リアスとのコミュニケー
ションと困り事

1

1.5

2

2.5

3

3.5
住居**

居住環境の変化
住宅ローン**

情報の不⾜

移動⼿段の確保

⽣活費**

⼦育て、学校のこと*

就職のこと**

⾼齢者の介護
相続や遺⾔のこと

職場でのトラブル**
被災者同⼠のトラブル

ご近所の⼈とのトラブル**

いざというときに頼れ…

⾃分の健康のこと

体⼒が低下したこと

年⾦や福祉のこと**

⾃治体による⼟地の買…

先⾏きが不透明なこと**
将来の⽣活のこと**

会話していない どちらともいえない 会話している

会話している⼈の⽅が現在の困り
ごとが低い



⽣活⽀援相談員との
コミュニケーションと困り事
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2.5

3

3.5
住居**

居住環境の変化
住宅ローン**

情報の不⾜

移動⼿段の確保

⽣活費

⼦育て、学校のこと**

就職のこと**

⾼齢者の介護
相続や遺⾔のこと

職場でのトラブル**
被災者同⼠のトラブル

ご近所の⼈とのトラブル

いざというときに頼れ…

⾃分の健康のこと

体⼒が低下したこと

年⾦や福祉のこと**

⾃治体による⼟地の買…

先⾏きが不透明なこと
将来の⽣活のこと**

会話していない どちらともいえない 会話している

会話している⼈の⽅が現
在の困りごとが低い



@リアスの会話とこころの健康
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

会話していない

どちらでもない

会話している

0-4点(健常) 5-9点(ストレス相当) 10-12点(やや重い) 13点以上(重い)

会話している⼈はこころの健康がよくなっている。



⽀援者とのコミュニケーション

• @リアスに対する回答と⽣活⽀援相談員に対す
る回答は⾮常に類似している

•実際に相談経験のある⼈はそれほど多くない
• 過去の記憶のため忘れている可能性あり
• 「相談」という⾔葉がよくなかった可能性あり
• 相談した⼈は不満は多くない

•⽀援者と会話をしているひとたちは・・・
• 現在困っていることが少なくなってきている
• こころの健康もよくなっている



現在の認識の⽐較
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現在の認識レーザーチャート
被害なしとの⽐較
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復興5タイプの特徴
① ⾃宅(被害あり)

• 全体的にややネガティブで「持ち家再建」より悪い状況
② 持ち家再建

• 災害⾃⼰効⼒感が⾼い、震災前のSCが⾼く、現在のSC
が低い

③ 復興公営
• 全体的にネガティブでもっとも問題を抱えている状況

④ 将来⾃宅再建
• 将来の⾒通しがつかず、震災前のSCが⾼く、現在のSC
が低い

⑤ 被害なし



世帯年収とこころの健康
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200万円未満(n=401)

200万から400万円未満(n=382)

400万から600万円未満(n=119)

600万から1000万円未満(n=72)

1000万円以上(n=30)

全体(n=1004)

0-4点(健常) 5-9点(ストレス相当) 10-12点(やや重い) 13点以上(重い)

低収⼊なほど、こころの健康が悪くなっている。



こころの健康の規定因

性別 .10 *
年齢
世帯収⼊ -.20 *
家族サポート
友⼈サポート
震災前SC
現在のSC
⽇常ストレス .29 *** .44 *** .36 *** .40 *** .37 ***
今後の⾒通し -.19 *** -.23 *** -.24 ***
災害⾃⼰効⼒感 -.38 *** -.33 *** -.28 *** -.30 *** -.34 ***

F 25.31 *** 30.72 *** 44.71 *** 15.89 *** 10.60 ***
adj R 2 .33 .35 .39 .34 .30

⾃宅のまま 持ち家再建 復興公営 被害なし将来再建

⽇常のストレスを解消し、今後の⾒通しが持てるようにす
ることが重要
災害⾃⼰効⼒感（⾃助・共助）を⾼める⽣活基盤作り



全体のまとめ
• 被害なしの⼈に⽐べると、被災した⼈々のこころの健
康はまだ回復していない

• 中でも復興公営住宅は悪く、経済的にも⼼理的にも苦
しい状況が継続している

• 仮設に残り⾃宅再建を待つ⼈も将来に対する不安が強
い

• 被害があっても仮設でなく⾃宅で⽣活した⼈の状況も
よくない

• ⽀援者と会話をしている⼈の⽅が、していない⼈より
も困っている事が少なく、こころの健康状態もよく
なっている

• ⽇常的なストレスの軽減と、今後の⾒通しが⽴てられ
るような継続的な⽀援活動が必要
• 被災者⽀援から⽇常⽣活⽀援への切り替え
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